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第1章　 緒 言 並 び に 文 献

神経体液学 説 は今世 紀 の初 期 に抬 頭 し,そ の 後著

しい発展 を示 した.

Loewi1)(1921)は 神 経 興 奮 が 末 梢 に伝 達 され,

そこである化学 物質 を生 じ,こ れ が 各器 管 に作 用 す

ることを発 見 し,こ の物 質をVagusstoffと 命 名 し

た.

Dale2)(1934)は あ らゆ る器 管 の末 梢 神 経刺 戟 実

験を おこな い,末 梢 に 生 ず る化 学 物 質 はacetyl-

choliae(以 下Achと 略 記 す)様 物 質 で あ り,こ れ

がsynapseに 出る とい う こ と を 証 明 し,大 部 分 の

神経はAchに よ り活 動 す る と論 説 した.

Nachmansohn3)(1943)は 数 多 くの研 究 に基 い て

synapseの 伝 達 の み な らず 神 経 線 維 の刺 戟伝 達 を

もAchの 生成 と分解 に よつ て説 明 づ け ん と して い

る.

さらに彼4)(1951)はHodgkin5)ら の 説 く刺 戟

は神経中を電 気的 に伝 え られ るが,そ の電 流 は ラ ン

ヴィエ氏絞 輪に おけ る イオ ン の移 動.こ と にNa+

イオンの侵入 によつ て惹 起 され る とい う説 を拡 張 し,

この化オン移 動を起 させ る物質 ,す な わ ち神 経 膜 の

透過性 を変 化 させ る物質 がAchで あ る.而 して 蛋

白と結合 して いる と ころの 結 合Achに は 作 用 が な

いが刺戟 をうけ ると このAchが 遊 離 す る
.こ の遊

離Achが 神経 膜を構 成 す る 受 容 蛋 白に 結 合 し膜 の

構造を変化 させ,従 つてNa+イ オ ン が 移 動 を始 め

る.そ して このAchは 直 ち にcholinesterase(以

下ChEと 略 記す)に よつてcholineと 醋 酸 とに 分

解され,こ のoholineは またacetokinaseに よつ て

活性化された ところの活 性 醋 酸 と と もに 彼(1948)

によつて発 見 され たcholinacetylaseな る酵 素 に よ

つて結合Acbに 合成 せ られ る と して い る
.

従つてAch及 びその分解酵素た るChEの 生理的

役割 も脳脊髄神経及び自律神経の支配領域を含めた

全身臓器におよんで い るわ けであつてChEはAch

の研究 と表裏一体 となつて研究 されて 来たが, Ach

は化学 的に不安定 であ るのに反 し, ChEはAchに

比 しはるかに安定 であり,体 内で も捕捉 し易 く,か

つChE活 性値 とAch形 成 とは平行関係にあるため

神経活 動の状態を比較的容易に推定 し得 る手段 とし

てChE活 性値の測定は 生 理学 的,酵 素化学的に も

しば しば用い られて きた.

ChEは 生体内 に は 明 らかに性格を異にす る2種

のChEが 存在することが知 られて いる.

神経 系及び筋肉に存在す るChEはAchを 特異的

に分解 し,こ れ を 特 異 的specific又 は 真性true

(以下単 にsp. ChEと 略記す)と 称 し,肝 臓,血 清

などに存在す るChEはAchの 他,種 々のcholinester

或は非choline性 のesterを 分 解 す るので,こ れ

を非特異的nonspecific又 は 偽 性pseud ChE(以

下単にnonsp, ChEと 略 記す)と 称す る.

大 脳 組 織 に お け るChEに 関 す る 研 究 を ひ も

と いて み る と その 定 量 化学 的 研 究 に つ い ては

Nachmansohn6)(1939)は 動物脳及び人脳における

ChE分 布を し らべ た結果,被 穀 では大脳皮質の5

倍に して,被 殼,尾 状核などの基底核に多いと報告

し, Birkhauser7)(1940)も28例 の人 脳につ き実験

を行い同様の成績を 得 てい る.後 藤8)(1950)も 剖

検材料につき定 量を行 い,人 脳ChE濃 度の分布並

びにその値に関 しては個人差少 く,年 令,性 にかか

わ らず ほとん ど一定 であ り,ま た大脳皮質ChE活

性値を1と すれば被殻は30～40倍 で最大であると報

告 して い る. Burger & Chipmau9)(1951)は 犬の

大脳について 細 区域に分けてChEを 比較定量 し,

 ChEは 動物差はないが区域差は非常 にあり, visual
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cortex(分 野17)が 最 低 で あ り,鈎 状 廻 転(分 野15)

が最 高 で あ る と報 告 して い る.最 近 に おい て は 宇尾

野10)(1953)も 犬 の 大脳 の 各部 位 につ いてChE活

性 値 を し らべ,尾 状 核 に最 も多 く,大 脳皮 質 は 最 も

少 い と述 べて お り,ま た教 室 の 近 藤11)(1953)も 犬

脳 髄 各 部 のChE活 性値 を 測 定 し,性 別,個 体差,

季 節 的変 動を 認 めず,レ ン ズ 核 で は 皮 質 運 動領 の

9.6倍 の高 値 を認 め た と報 告 して い る.

次 に 大 脳 組 織 に お け るChEの 組 織 化学 的研 究 に

つ い て は, Sinden & Scharrer12)(1949)が 鳩 脳 に

つ き, Hard & Petersont3)(1950)が 犬 神 経 組 織 に

つ いて 高 級 脂肪 酸 エ ス テル を用 い るGomori14) 15) 16)

法 に よ る組 織 化 学 を 報 告 し た の を嚆 矢 と し,次 で

Koelle & Friedenwald17) 18) 19) 20)のacetylthiocholine

(Athch)法 に よ る猫 神 経 系 のChEの 成 績 が発 表 さ

れ るや,諸 家 に よつ て 次 々 と動 物 神経 のChEの 組

織 化 学 的 研 究 が報 告 され るに 至つ た.

広 汎 に して 綿 密 な検 索 の 結 果 よ りKoelle21)(1955)

は 動 物 神経 系 に お け るChEの 分 布 に つ き詳 細 な 結

諭を 述 べ,神 経 系 で最 もChE活 性 の 強力 な 場 所 は

1)運 動nearon(脊 髄 前 柱 細胞 及 び 中枢 運 動 神

経 核neuronを 含 む)

2)自 律 神経 節 前 線維 の生 ず るneuron

3)あ る関 連 中枢 のneuron(例 え ば尾 状 核)

4)あ る求 心 性 第 三 次neuron(例 え ば視 床 外 側

核)で あ り,中 等 度 にChE活 性 のみ られ ろの は

1)他 の 関 連 中枢 のnearon(例 え ば網 様 体)

2)第 二次 知覚neuron(薄 核,楔 状 核 のneuron

を 含む)

軽 度 のChE活 性 を示 し,ま た は 活 性 を 有 しな い

場所 と して

1)そ の 他 の関 連 中枢neuron(オ リー ブ核neuron

の 大部 分を 含む)

2)あ るneuron(皮 質 運 動領,赤 核 の 巨 細胞 地

域)

3)第 一次 求 心 性nearonを 挙 げて い る.

次 にPope, Meath, Caveness, Ware, Thomaon,

 a. Livingstoneら22) 23) 24)(1944～1952)は 人 の正 常

脳 及 び 精 神病 患者 の 大 脳 皮 質 そ の他 に つ きbiopsy

に よ りChEの 検 索 を 行 つ て, ChEの 活 性 は 大脳 皮

質 第1層,第2層 と 第3層 のjunction及 び第3層

と第5層 との 中間 層(Midione of Laylrs III a. V)

に 比較 的強 く,ま た精 神病 患 者 に あつ て は 区 々 で あ

つ た と報 告 して い る. Pope25)(1952)は ま た 白鼠 の

大 脳 皮 質ChEに つ い て 第1層.第2層 及 び第3層

が他の層 よりも強い活性を示 したと述べており,教

室の沖26)(1952)は 兎 の 大脳皮質ChE活 性値を四

季を通 じて測定 し,季 節的変動を認めなかつたと報

告 してい る.豊 田27) 28)(1953, 1954)はKoelle &

 Friedenwald法17) 18) 19) 20)及 びKoelle改 良法29)に

よ り犬及び白鼠の 中格 神経 その他につきChEの 分

布状態を検索 し,尾 状核,被 穀,黒 質及びオリーブ

核 にきわめて大で大脳 皮 質は一般にChE活 性は比

較的弱 く,ま た肉眼的に皮質及び髄質の区別ができ

る程度で皮質の方が大で髄質にきわめて少いが,も

ちろん大脳皮質6層 を明 らかに区別することはでき

な い.表 在層(Lamina Molecularie)に はChEの

分布は きわめて少 く,ほ とんどその存在は明 らかで

ない.そ の他の各層 に おけるChEの 分布は大部分

神経細胞内に分布 し,細 胞間にもきわめて微弱な硫

化銅反応を認めるが特定の構造を区別することはで

きない.ま た各神 経 細 胞におけるChEの 分布度は

各層 においていちじる しい差異を認めないようであ

る.ま た各神経細胞 内に おけるChEの 分布は原形

質に存 し一般にほぼ均等に分布しており,原 形質形

態を明 らかに示すものほどその分布が大であると詳

細に報告 している.

次に痙攣時,脳 疾患または実験的に異常刺戟をあ

たえた時に おける脳髄ChEの 変 動に関する定量化

学的及び組織化 学 的 研 究 についてみるに, Pope)

(1947)は いわゆ る症候性癲 癇 患者について癲癇焦

点の大脳皮質ChE活 性値を 測 定 し,焦 点以外の大

脳皮質及 び正常大脳皮質よりもその活性値が増加し

て いる ことを認め,教 室 の沖26)(1952)は 真正癲癇

患者の大脳皮質ChE活 性値を定量化学的に測定 し,

活性値の増加を証明 して,そ の程度は癲癇の重症度

とほぼ平行関係にあると報 告している.ま た教室の

近藤19)(1953)は カルヂァゾールを以て痙攣を誘発

した犬の脳髄 各部のChE活 性値 を測定し,大 脳皮

質ChE活 性値は痙攣 各期を通 じて 平 常時に比し変

動を認 めなかつ たと報告 しているけれども,教 室の

沖26)(1952),大 杉31)(1953)は いわゆる潜在性脳

局所 アナフイラキ シー家兎(以 下脳局ア家兎と略記

す)を 生成 し,そ の脳外套のChE活 性値を定量化

学 的に測定 して,永 続するカルヂアゾール痙攣閾値

の下降とChE活 性値の増加 とを認め,痙 攣準備状

態が附与され た結果によると推論 している.ま た最

近教室の畠山32(1956)も 実験的に 慢性脳局ア家兎

を生成 し,癲 癇痙攣準備状態を実験的に動物に附与

せ しめた とし,そ の脳髄のChE活 性 値 を定量化学
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的に測定し,皮 質運動領及びア ンモ ン角のChE活

性値が正常家兎に比 し著明 に増加 していることを認

めたと報告している.平 井鋤(1654)は 家兎並びに

海〓においてアナフイラキシーシ ョック前 後の各臓

器ChE活 性値を測定 し,大 脳 皮 質 では有意の差は

ないと述べているが,鈴 木34)(1955)は 抗 ヒスタ ミ

ン荊を家兎に注射 し, 30分 後 に お け る大脳のsp.

ChEは 軽度の増加傾 向 を 認 めた と述べて いる.岡

田,市 川35)(1955)は 実 験 的 狂犬病virus感 染脳

のChE活 性値はマウス全脳 及 び海〓大脳部位,脳

幹部位のいずれにおいて も正常脳の活性値 より発症

時にのみ有意義に低下 していたとい う.ま た実験的

日本脳炎virus感 染 マ ウス全 脳のChE活 性値 は

発症時に有意義に上昇 していたと報 告 して いる.芳

我38) 37)(1955, 1956)は 家兎の実験的感作並びに過

敏症ショック時に おける各臓器ChE活 性値の変動

を追求 し,大 脳皮質ChE活 性値は 感 作経週時に著

変な く,シ ョック時軽 度 に減少 し,海 〓全脳ChE

活性値はショック時やや減少するが過敏性成立に伴

う変動はみ られないとい う.ま たマウスを実験的に

感作し,シ ョック誘発20分 前にAch, histaminを

健康マウス腹壁皮下に注射 した場合症状を発現せ し

めない最大限度量を感作 マ ウ スに投与 し,脳ChE

活性値は薬剤投与群 と無処置群 との間,及 び生存群

と死亡郡との間に有意の差を認めなかつたと報告 し

ている.葛 田33)(1956)はclosed arterial injection

により薬剤を一側内頸動脈に注入 し直接脳に作用せ

しめたものについて作用発現時剔出脳 標本について

ChE活 性値を測定 し,麻 酔 興奮 で脳ChE活 性値に

影響を及ぼしたものは抱水 クロラー ルのみで他には

認あられなかつたと報告 している.

以上の諸報告から大 脳 皮質のChE活 性値 は比較

的低いけれ ど も,脳 疾 患 に 際 して は大脳皮質の

ChE活 性は何らかの異常状態 に あ る ことの多いこ

とは容易に推測できるところであるが,さ きに私は

真正癲癇患老大脳皮質神経細胞 内ケ トエノール顆粒

(低分子DNA,以 下KEGと 略記す)及 び コハ ク

酸脱水素酵素(以 下 コ脱水素 酵 素 と略 記 す)を 組

織化学的に検索 して,両者はともに増加 してお り,真

正癲癇患者の大脳皮 質 神経細胞はhypersensitive ,

すなわち機能亢進状態にあることを知つた.そ こで

私は神経活動に重 要 な 役割 を演ず るAchと 密接な

関係を有するChEが 真正癲癇 患 者の大脳皮質前運

動領(分野6)の 神経細胞内で如何に変動を示 して

いるかを観察せんと して本実験を試み たのである
.

第2章　 実 験 方 法

I)対 照 群 と して,脳 性 小 児 麻痺 ,脳 腫 瘍 等 の

非癲 癇 性 疾 患 を選 び,こ れ を第1群 と した.症 候 性

癲 癇 を第2群 と し,真 正 癲 癇 を 第3群,真 正 癲 癇 に

して手 術 前 日10%カ ル ヂ ア ゾー ル を以 て 痙攣 誘 発 試

験 を行 つ た もの(以 下 真正 癲癇+痙 攣 誘 発群 と略 記

す)を 第4群 と した.

II)染 色法

ChEの 組織 化 学 的 検 索 法 は既 述 の ごと く大 別す

る とGomoriを 中心 とす る 高 級 脂 肪 酸 エ ステ ルを

用 い る方 法 と, Koelle & Friedenwaldを 中 心 とす

るAch誘 導 体 を 用い る 方 法 との2者 が あ るが,私

はKoelleの 改良 法29)(1951)に 従 つて 実 験 した.

す な わ ち開 頭術 に 際 し,治 療の 目的 を以 て 大 脳皮 質

前 運 動領(分 野6)を 切 除 し て 得 た組 織 を直 ちに

Sartorius凍 結mikrotomに よ り約20μ の厚 さの

切 片 を作 り,こ れ をデ ッキ グ ラ ス上に 拡 げ,自 然 乾

燥 に よ り密 着 せ しめて 生 標本 を作 製 した.こ れ を直

ちに,ま た は電 気 冷 蔵 庫内 に 保存 して か ら一 両 日中

に と り出 して(豊 田27)に よ れ ば 本 酵 素 はか な り安

定 な た め冷 蔵 箱内 に 保存 す れ ば1週 間 位 は充 分保 存

に耐 え る)前 操作 液 に漬 け,さ らに 反応 液 に入 れ て

実 験 を進 め た.

な お開 頭術 に際 して は麻酔 の影 響 を顧 慮 して全 身

麻酔 を さけ 局所 麻 酔 と し,組 織片 は すべ て 肉眼 的 に

は何 ら器質 的 変 化 の な い 場所 を選 ん だ.

Koeileに よ る反 応 液 の 組成 を表 示 す れ ば第1表

の ご と くであ る.

染 色 法 の詳 細 はKoellle29)の 原 著 に ゆず る こと

とす る.

さ て 本 化 学 反 応 の 型 式 はsp, ChE及 びnonsp

 ChEの 証 明に 基 質 と して それ ぞれAthch, Buthch

 (butirylthiocholine)は そ れ ぞ れthiocholineと

acetate,ま た はbutyrateに 分 解 せ られ,こ の

thiocholineはCuSO4に よ つ てcopper-thiocholine

の 沈澱 を 生 じ る.こ の もの はCuS飽 和(NH5)2S

溶液 のtiに よつ てCuSに 変 化 す る.そ れ で 標本 は

ChEの 反 応 終 末 時 に 茶 褐 色 のCuS沈 澱 物 と して

その 活 動 性 の分 布 を 示す に い た るの で あ る.

III)組 織学 的 検 索法

皮 質 各層 に お け るChEの 活 性 状態 をみ るた め,

一 切 片 に各 層 が 現 われ るよ う矢状 面 に 沿つ て 凍結 切

片を 作 製 した もの に つ いて 浮腫,出 血等 器 質 的変 化

のあ る もの は これ を 除外 して検 索 した.
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第1表　 反 応 液(Incubation media)組 成 表

第3章　 実 験 成 績

開頭術を施 した35例 の患者 を前述のごと く4群 に

分 ち,大 脳皮質前 運 動領(分 野6)のChE活 性状

態を組織化学 的 に 検索 した.す なわち第1群9例

(第2表),第2群10例(第3表),第3群8例(第

4表),第4群8例(第5表)で ある.

第1節　 sp. ChEに ついて

sp. ChEの 活性はきわめて弱 く,各 群ともCuS反

応 はきわめてわずかに現われてい るに過 ぎない.神

経細胞内において きわめて薄い黄 褐色に染つており,

微かに細胞原 形質の形態を示 している細胞が顕微鏡

第2表　 第1群 実 験 例

第3表　 第2群 実 験 例

下全視野に数個認め られるに過ぎない.こ れは辛う

じて間質と区別せ られてみえ るに過ぎない.

ニ ッスル灰白 に お いてはCuSの 顆粒はほとんど

み ることができない.

神経細胞内及びニ ッスル灰 白におけるCuS反 応

のこのよ うな状態は各群とも同様であ り,そ の間に

大差を認めることはできないけれども,強 いて述べ

ればCuS反 応を現 わ してい る大脳皮質神経細胞は

他群に比 して,真 正癲癇群においてやや多い感があ

り,そ のsp. ChE活 性度はや や 強い傾向が感じら

れ る(写真1, 2).

第2節　 nonsp. ChEに ついて

大 脳皮質神経細胞内において も,ニ ッスル灰白に

おいても, CuS反 応はほとんどみられず,各 群とも

大脳皮質nanap. ChEの 活性はこれを認めることが

できない.

第4表　 第3群 実 験 例

第5表　 第4群 実 験 例
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第4章　 総 括 並 び に 考 按

現時中枢 神経系 に お け る神 経 活 動 に はAch代 謝

が重要 な役割 を演 じて い る とみ な され て お り,正 常

脳髄各部 の機能 の 程 度 は そ こに お け るAch濃 度 と

平行関係に あ るとWelsch & Hyde39)(1944)は 述

べてい る.

Miller40)(1943)は フ ィゾ スチ グ ミン前 処 置 運 動

の脳表面 に直 接Ach溶 液 を 作 用 さ せ て,脳 波 に

electrical activityの 増 加 を 認 め, Brenner &

 Meritt41)(1942)は 高 濃度 のAch溶 液 で は フ ィゾ

スチグ ミン前処 置 は不要 であ り,し か も脳 波 に 大 発

作様の変化 が現 わ れ る こ と,及 び脳 のAch刺 戟 に

よつて痙攣 を起 し う る こ とか ら,脳 のAch代 謝 異

常が痙攣発生 の原 因,或 は機序 に 重 要 な役 割 を 演 ず

るであろ うと 述 べ て い る.さ ら に 教 室 の 伊 藤42)

(1952)は 犬の大 脳運 動 領 城 に 前 者 のよ り もさ らに

高濃度のAch溶 液 を作 用 さ せ る ことに よ り癲癇 様

発作 を起 さ せ る こ と に 成 功 し て い る. Feldman

 Gelhorn42)(1941)は 蛙 の 脳 に お い て 正常 時Ach

5.1～6.8γ/gの も の が ス ト リキ ニ ン痙 攣時 に は

6.5～8.5γ/gに して,ス トリキニ ン痙 攣 時 にAch

が著明に増加 す る こ と を 認 め て い る. Richter &

 Grosslahd43)(1949)は 白 鼠 の 脳 に お いて,麻 酔 時,

睡眠時,正 常 時,興 奮 時,痙 攣 時 それ ぞれ 総Ach

量を 検 し,麻 酔時1.76γ/g,睡 眠 時1.44γ/g,

正常時1.25γ/g,興 奮 時0.87γ/g,電 気 刺 戟 時

0.55γ/g,痙 攣 時0.57γ/9で あつ て,総Ach量

は興奮,痙 攣 で減少 す ると述 べ て い る けれ ど も,中

島44)(1951)は カル ヂ ア ゾー ル誘 発 痙 攣を 行 つ た 白

鼠の脳のAch量 を検 し,痙 攣 直 前 に おい て は遊 離

Ach量 は増加 し,総Ach量 は 減 少 してい ると報 告

している.

これ らの報告 をみ るとき, Ach代 謝 の 亢 進 が直

接痙攣発作 の原因 とな ると は いえ な い ま で も,痙 攣

発作と大 なる関係 が あ るで あ ろ うこ と は想 像 に難 く

ない.

しかるに一方に お い て, Ach形 成 とChE活 性 値

とは平 行 関 係 に あ る と さ れ て い る
.す な わ ち

Nachmansohn6)(1939)はsp . ChE活 性 値 の 高 い所

にはAch代 謝が旺 盛 であ り
,正 常 時 に おけ る脳 中

ChE活 性値の分 布 を確 め るこ とはA ch代 謝 な い し

神経機能の程度 を考 察 す る有力 な手 掛 りと な る もの

であると述べてい る.し か もAchは 化 学 的 に不 安 定

であるのに反 し, ChEはAchに 比 し は るか に 安定

であり,か つ体 内でも捕捉 し易いため活性値を検す

ることは神経活 動の状態 を知 る上に有利であるとさ

れ てい る.

このよ うに大脳皮質ChE活 性 値 に関す る諸報告

か らみて も,癲 癇 患 者の大脳 皮質ChE活 性値には

何 らかの変動があ るであろうと想像せ られ,か つ ま

た大脳皮質ChEl活 性値の 増 加は痙攣準備状態 と密

接な関係 があることが容 易に推測せ られ る.

私は さきに開頭術の際治療の 目的を以て切除 し得

た大脳皮質前運動領(分 野6)に ついてKEG及 び

コ脱水素酵素を組織化学 的に検素 して,真 正癲癇患

者の大脳 皮質神経細胞 内KEGの 増加並 びに コ脱水

素酵 素 活 性 度 の 増 強 をみ て,両 者 それぞれの面

よ り真 正 癲 癇 患 者 の 大 脳 皮 質 前 運動領神経細胞

はhypersensitive,す なわち痙攣準備状態にあるこ

とを実証 した.

そこで私はChE活 性度の 点 において も同様に何

らかの変動がみ られ,そ れによつて真正癲癇患 者の

大脳 皮質神経細胞が痙攣準備状態にあることが実証

できるのではないかと期待 して本実験を試みたので

あ るが,予 期に反 して真正癲癇患者において大脳皮

質 前運動領 神経細胞のChE活 性度 に変動をみ るほ

どの着染度が得 られず,わ ずかに真正癲癇患者にお

いて増しているかの感がす る程度 にすぎなかつた.

す なわ ち大脳 皮質 のsp. ChEは 非 癲癇群,症 候性

癲癇群,真 正癲癇群及び真正癲癇+痙 攣誘発群の各

群に おいて全例を通じてきわめて微弱な活性をみ る

に過 ぎなかつ た.ま たnonsp. ChEに ついてはほと

ん どその活性 をみ ることができなかつた.

しか しChEの 組織化学的検索 法 はややデ リケー

卜であるので私の実験の不手 際を おそれ,対 照とし

て猫の レンズ核を選 び,人 の大脳皮質凍結標本と同

時に反応液に浸 して,そ のChE活 性度 を 検索 して

みた ところ,入 の皮質のChE反 応 はきわめて微弱

であつたのに反 し,猫 の レンズ核は きわめて濃厚な

茶 褐色のCuS反 応をほとん ど全 神 経細胞に おいて

認 めたので(写 真3),私 の実 験 成 績 は誤 りなきも

の との確信を得た.

これはおそ らく最 も活性度の少い人の大脳皮質で

行つたものであるか ら,真 正癲癇患者と しか らざる

もの との差が組織 化学的方法では得 られなかつたも

のではないかと 考え る.

諸家の報告をみてもChEの 活 性 度は基底核にお

いてはきわ めて強いが,大 脳皮質においてはきわめ

て弱 いか,或 は ほ と ん どみ られない とされ てい る
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(第6表).

か くて大脳皮質 神 経細胞内ChE活 性度の面 か ら

真正癲癇患者の大脳皮質神経細胞がhypersensitive,

す なわち痙攣準備状態にあ ることを実証す ることは

困難 であることを知つ たのであるが,人 の生体大脳

皮質ChEの 検索についてはわずかにPope, Meath,

 Caveness, Ware Thomson a. Livingetoneら22) 23) 24)

(1944～1952)に よ る 報 告 が あ るのみ で あ り,し か

も真 正 癲癇 患者 に つ いて は未 だ その報 告をみ ないの

で,確 た る成 績 が 得 られ な か つた に も拘 わ らず敢て

茲 に 報告 した次 第 で あ る.

第6表　 大脳皮質 と基底核 とにおけるChE活 性度 の比較

なお中田45)(1953)は 犬について,脳 基底核,大

脳皮質及び小脳皮質のChE活 性値 とAch生 成 量と

をそれぞれ測定 して, ChE活 性 値 は 脳 基底核で非

常に多 く,大 脳皮質 でははるか に少 く,小 脳皮質で

はやや多 く,一 方Ach生 成 量 はそれ ほど著明 な差

は認め られなかつたが,や は り脳 基底核に多い こと

は明 らかに認め られた といい,こ の ことか ら脳基底

核ではAchが 最 も大量に生 成され るが, ChEに よ

るその分解 もまたきわ めて迅速 に行われ,大 脳皮質

ではAch生 成 は大 して 多 くはないが,そ の分解 も

非常に徐々であ り,ま た小 脳皮質ではAch生 成 は

最 も少いが,そ の分解 はかなり迅速であるとい うこ

とが考え られ るといつてい る.そ して中枢神経系に

おいて もAchの 生成 と分 解 とが神経作用 と直接関

連する可能性を考えると,こ の事実は脳基底核,大

脳皮質,小 脳皮質の各生理作用 の特長と何 らかの関

連があることが想像せ られ ると述べてい る.

か く考 え き た ると, Ach生 成 と, ChE活 性とは

必ず しも平行 関 係 に あ るのではな く, ChE活 性度

の低 い所,必 ず しもAch生 成 が 少 量であるとはい

い難 く,大 脳皮質にお いても, AnnとChEと に関

す る生理作用はきわめて複雑であり,真 正癲癇患者

大脳皮質 のAchとChE相 互に関する病態生理につ

いてはなお今後の研究にまたなければならないもの

と思われる.

第5章　 結 論

1)非 癲癇群,症 候性癲癇群及び真正癲癇+痙 攣

誘発群の4群 についてそれぞれ,そ の大脳皮質前運

動領(分 野6)の 神 経 細胞内ChE活 性状態を組織

化学的に検索 した.

2)真 正癲癇患者において大脳皮質前運動領神経

細胞内ChE活 性度には顕著 な変動はみ られなかつた.

3)各 群とも大脳 皮質 神経 細胞内sp. ChE活 性

度はきわめて微弱 であ る.

4)各 群 とも大脳皮質神経細胞 内nonsp. ChE活

性 はほとん どみ ることができなかつた.

擱筆す るにあた り御懇篤なる御指導と御校閲を賜

つた恩師陣内教授に深甚の謝意を表す.
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Histochemical studies on the cerebral cortex of epileptics.

Part 3. On cholinesterase in the cerebral cortex of epileptics.

By

Toru MIYAKE

1st Department of Surgery, Okayama University Medical School

(Director: Prof. D. Jinnai)

The specimen taken in the same way as part I was sectioned in 20ƒÊ slices with Sartorius 

freezing microtome, stretched on a cover glass and dried up. Thus the vital specimen was 

made. It was stained in KOELLE modification and the activity of ChE in nerve cells was 

histochemically investigated.

1) In idiopathic epileptics the activity of ChE in nerve cells in premotor area of the 

cerebral cortex showed no significant variation.

2) In all cases the activity of specific ChE was very weak. There was almost no 

activtity of non-specific ChE.

As above mentioned, there was histochemically no difference of ChE activity between 

the idiopathic epileptics and the contrast in this experiment.

It seems to be due to the fact that this experiment was performed for the cerebral 

cortex, in which ChE activity is the least.
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三 宅 論 文 附 図

写真1　 No. 35.脳 下 垂 体腫 瘍 患 者 皮 質 神 経

細 胞 内ChE(ヘ マ トキシ リ ン後 染

色)600×

写 真2　 No. 3.真 正癩 癇 患者 皮 質神 経細

胞 内('hE(ヘ マ トキシ リ ン後 染 色)

600×

写 真3　 猫 レ ンズ 核ChE(ヘ マ トキ シ リ ン後 染 色)600×


